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昨年 10月５日㈬、蓮沼地域敬老ふれあい会が開催されました。
当日は様 な々演目が披露され、お招きした歌手の香川みどりさんの歌声とともに

会場は和やかな雰囲気に包まれていました。

～和やかな敬老ふれあい会～

山武市社会福祉協議会 KIZUNA
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チャリティゴルフコンペの開催
　昨年10月27日（木）新千葉カントリー倶楽部を会場に第
11回山武市社会福祉協議会チャリティゴルフコンペを開
催しました。
　当日は、絶好のゴルフ日和となり、チャリティホールでは
多くの皆様にご寄付をいただきました。
　来年も開催致しますので市民の皆さんのご参加をお待
ちしております。

●大会結果（敬称略）　参加者77名
　優　勝　尾髙 範孝
　第二位　大藤 武功
　第三位　今関 　功
　女性の部　
　優　勝　緇荘 まさ子
●協賛企業（順不同、敬称略）
　梅一輪酒造株式会社
　大髙醤油株式会社
　有限会社津留八
　守屋酒造株式会社
　花の友株式会社
　合資会社寒菊銘醸
　二木ゴルフ東金店

第5回チャリティ
　グラウンドゴルフ大会

　昨年11月15日（火）成東総合運動公園にて
チャリティグラウンドゴルフ大会を開催しました。
　大会の目的である健康・親睦・社会奉仕
にご賛同いただいた195名の皆さんが参加さ
れました。
　最高齢94歳のプレーヤーも元気に32ホー
ルのラウンドを行い楽しい１日となりました。

●大会結果（敬称略）
　優　勝　斉藤 武義（成東）
　第二位　吉住 尚己（山武）
　第三位　戸村 　優（山武）

　
　
　
　
　
　

年
頭
に
あ
た
っ
て.

会
長　

小
川　

浩

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
健
康
で
希
望
に
満
ち
た
初
春
を
迎
え
ら
れ
ま
し

た
こ
と
を
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て「
一
日
の
計
は
朝

あ
し
た

に
あ
り
、
一
年
の
計
は
元
旦
に

あ
り
」と
申
し
ま
す
。
お
正
月
ほ
ど
希
望
に
満
ち
た
、
進

歩
向
上
の
意
気
に
燃
え
る
時
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

皆
様
ご
承
知
の
よ
う
に
、
社
会
福
祉
は
す
べ
て
の
人
々

が
社
会
的
に
自
立
し
、
家
族
や
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て

社
会
と
積
極
的
な
関
り
を
持
ち
な
が
ら
、
充
実
し
た
生
活

を
送
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
基
本
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
市
民
福
祉
充
実
の
た
め
、
明
る
く
豊
か
な
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
努
力
を
し
て
い
く
所
存
で
あ
り

ま
す
。

　

終
わ
り
に
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上

げ
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。



秋
晴
れ
の
「
ふ
る
さ
と
山
武
市
」
に
集
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　

４
０
０
０
人
の
健
康
と
福
祉
の
輪

〜
第
10
回
山
武
市
健
康
福
祉
ま
つ
り
〜
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昨
年
10
月
16
日（
日
）「
松
尾
交
流
セ
ン

タ
ー
洗
心
館
」に
お
い
て
、「
第
11
回
山
武

市
健
康
福
祉
ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
も
多
く
の
一
般
市
民
に
よ
る
ス
タ

ッ
フ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
、
福
祉
関
係

団
体
の
方
々
、
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
福

祉
推
進
員
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
、
実

行
委
員
会
方
式
で
総
務
班
、
ス
テ
ー
ジ
運

営
班
、
会
場
運
営
班
の
３
班
に
わ
か
れ
て

準
備
を
す
す
め
、
手
作
り
で
行
わ
れ
た
イ

ベ
ン
ト
で
す
。

　

当
日
は
、
秋
晴
れ
の
爽
や
か
な
日
で
、

来
場
者
は
約
４
０
０
０
人
を
超
え
る
大
盛

況
で
し
た
。

　

今
回
の
ス
テ
ー
ジ
は「
洗
心
館
」に
常
時

設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
を
利
用
し
て
ス
タ

ッ
フ
に
よ
る
看
板
設
置
、
手
作
り
に
よ
る

装
飾
で
飾
ら
れ
ま
し
た
。
心
地
よ
い
楽
器

演
奏
、
元
気
な
子
供
た
ち
の
ダ
ン
ス
、
音

楽
に
合
わ
せ
て
踊
る
健
康
体
操
、
心
落
ち

着
く
歌
声
、
日
本
舞
踊
か
ら
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

な
ど
な
ど
観
客
席
の
方
々
も
ス
テ
ー
ジ
を

身
近
に
一
緒
に
歌
い
踊
り
、
明
る
い
笑
顔

で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

企
画
ブ
ー
ス
は
年
々
参
加
が
増
え
て
き

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
地
域
の

団
体
、
当
事
者
団
体
な
ど
に
よ
る
活
動
紹

介
や
季
節
の
農
産
物
販
売
、
米
の
す
く
い

取
り
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
企
画
、
衣
類
に
ア

ク
セ
サ
リ
ー
、
手
作
り
手
芸
品
な
ど
の
販

売
、
焼
き
芋
や
ラ
ー
メ
ン
の
匂
い
に
は
食

欲
を
そ
そ
ら
れ
た
方
も
多
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　

当
日
は
、
山
武
市
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
Ｓ
Ｕ

Ｎ
ム
シ
く
ん
、
ム
ー
ち
ゃ
ん
も
開
会
式
に

参
加
、ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
方
々
に
よ
る「
赤

い
羽
根
共
同
募
金
」活
動
も
行
わ
れ
て
た
く

さ
ん
の
募
金
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昼
休
み
に
は
誰
で
も
参
加
で
き
る
輪
投

げ
、
ポ
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
ゲ
ー
ム
や
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
ラ
ッ
キ
ー
賞
な
ど
も
あ
り
、
来

場
者
の
方
々
も
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
さ

れ
た
方
々
も
満
喫
し
た
一
日
と
な
っ
た
よ

う
で
す
。

健
康
福
祉
ま
つ
り
チ
ャ
リ
テ
ィ
料
報
告.

（
福
祉
車
輛
及
び
貸
出
物
品
購
入
積
立
金
と
し
て
）

今
回
積
立
金　

９
２
０
０
０
円

�

（
現
在
積
立
金　

７
７
９
、０
０
０
円
）

内
訳
：
企
画
ブ
ー
ス
出
展
料
78
区
画

　
　
　

及
び
ス
テ
ー
ジ
参
加
料
28
団
体

　

そ
の
他
、
ま
つ
り
当
日
の
売
上
金
の
一

部
を
寄
付
金
と
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
10
ペ
ー
ジ
参
照
）

地
域
か
ら
始
め
よ
う
健
康
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
～
第
11
回
山
武
市
健
康
福
祉
ま
つ
り
～
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※昨年７月に開催した「終活についての講習会」
の時の写真です。

　山武市社会福祉協議会では、「みんなの介護スクール」を年３回開催しています。
　今回は、昨年11月25日（金）に山武市内にある【小規模多機能型居宅介護なるとう】【グ
ループホームまつお】【介護老人保健施設ハートビレッジ】【特別養護老人ホーム海】【ディ
サービス渚】と５カ所の施設見学に行ってきました。訪問先では、職員から、それぞれの施
設の特徴や、利用している方の過ごし方などの説明を受け、施設内のお部屋や食堂などを隅々
まで案内してくれました。どこの施設もトイレに手すりが設置してあったり、リフトで入浴
できたりと利用者が安心して使えるように工夫がされていました。また実際に楽しくレクリ
エーションをしている所も見ることができました。
　また、【山武市松尾蓮沼地域包括支援センター・グループホームまつお】の職員の方が講
師となり「介護保険制度について」の講習会を行いました。介護保険ってどんな制度か？利
用できる人は？また、介護保険を申請するのはどうしたら良いのか？介護保険で使えるサー
ビスは？など、分かりやすく説明していただきました。
参加者からもたくさんの質問を受け、みなさんが抱え
ている不安を少しでも取り除けたのではないかと思い
ます。
　木枯らしの吹く寒い日でしたが、参加された17名の
方々からは、「普段、建物を目にすることはあっても、
施設の中はどのようになっているのか、利用されてい
る方が、どのように過ごしているのか知らなかった。
施設の中を見学できて良かった」「とても勉強になり
ました。」「このような機会があったらまた参加したい」
と感想をいただき、充実した１日となりました。

みんなの
介護スクール ～福祉施設見学・

　介護保険についての講習会～

「こども食堂」をご存じですか ?

　「こども食堂」は、地域の人たちが運営し、こども
たちが一人でも安心して行ける低額または無料の食
堂です。居場所づくりとしても全国的に広がりを見
せています。この「こども食堂」の取組みを千葉県
内にさらに広げていくため「広がれ、こども食堂の
輪 !in ちば」を開催します。

１　イベント名　「広がれ、こども食堂の輪 !in ちば」
２　内　　容
　　①NPO法人豊島子どもWAKUWAKUネットワーク
　　　栗林知絵子理事長による講演　
　　②子ども食堂を運営している皆さんによる
　　　パネルディスカッション

「知って ! 来て ! こども食堂」
　　③子どもたちの支援活動を行っている皆さんに
　　　よるリレートーク
　　　「つないで行こう ! こどもたちのいまと未来」
３　開 催 日　平成29年1月15日（日）

　　　　　　　午前10時～午後4時
４　会　　場　千葉市文化センター　アートホール
　　　　　　　（千葉市中央区2-5-1）　
５　対 象 者　一般県民
６　定　　員　500人
７　参 加 費　無料
８　申込方法
　氏名、電話番号を記載し、平成29年1月10日
（火）までに郵送・FAX・電子メール等でお申
し込みください。

９　主　　催　NPO法人ちばこどもおうえんだん
　　　　　　　一般社団法人千葉県社会福祉士会
　　　　　　　社会福祉法人千葉県社会福祉協議会
10　申込先・問合せ先
「広がれ、こども食堂の輪 !in ちば」実行委員会
事務局
千葉県社会福祉協議会　地域福祉推進班内
� （担当 : 二枝・川上）
〒260-8508　千葉市中央区千葉港4-3
TEL043-245-1102�/�FAX043-244-5201
E-mail:info@chibakenshakyo.com



地
域
の
高
齢
者
の

皆
さ
ん
へ
新
鮮
野
菜
を

お
届
け
す
る
喜
び
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～桔梗ヶ丘シルバーホームの守り人～
　もうずっと長い間、雑草が伸びてくると、いつの間にか草

取りをしてくださっている個人ボランティアの八角武二さん

（70歳を過ぎておられます）、魚地さんご夫妻（90歳を超え

ておられます）。ここは、元気で頼もしく心優しい高齢の方々

の活躍の場でもあります。

　そして、月に一度明るい社会づくりのメンバーが今は貴重

な布おむつをたたみに来てくれ、年に一度社協ボランティア

の方々は、得意の植木の手入れをしてくださっています。

　職員の手の届かないところに縁の下の力持ちボランティア

の皆さんが率先して、シルバーホームの環境を守ってくれています。

～外からの風を運ぶ演芸ボランティア～
　利用者さんたちが楽しみにワクワク待っている日があります。

　房総の会の出し物は本の読み聞かせ・紙芝居・美しいハーモニーで童謡を・・・

利用者さんも身を乗り出して一緒に歌っています。

　目を見張る絵から抜け出たような日本舞踊を披露してくれるのは、秀明会の皆

さん・関スニーさん。利用者さんも手振りで踊ります。

　古今東西の有名な詩歌を心の奥底へ届けてくれる詩吟の細川飛翔さん。利用者

さんも声を合わせて唸ります。

　ロマンチックな別世界へと連れて行ってくれる音楽の生演奏はバンドのミル

キーウェイ。利用者さんたちの心が青春時代へ帰るひとときです。

　体中にパワーがみなぎって若返る轟太鼓の響き・・・。

　演芸ボランティアの皆さんの心の糧は共に生きる利用者さんたちの笑顔から、

日々の精進・練習の励みをもらっています。� （松尾地域広報委員　江原�芳子）
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残
暑
の
残
る
昨
年
８
月
21
日
、
通

称「
た
け
の
こ
広
場
」で「
音
楽
de
つ

な
が
ろ
う
IN
九
区
」と
題
し
て
す
べ

て
が
手
作
り
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
テ
ン

ト
設
営
、
舞
台
設

置
や
食
べ
物
広
場
、

地
元
出
身
の
ミ
ュ

ー
ジ
シ
ャ
ン
の
バ

ン
ド
演
奏
、
津
軽

三
味
線
の
石
橋
拓

道
氏
の
力
強
い
演

奏
、
地
元
の
小
学

生
の
合
唱
な
ど
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

あ
ち
こ
ち
に
孟

宗
竹
を
繰
り
ぬ
い
て
立
て
ら
れ
た
ロ

ー
ソ
ク
の
灯
が
夕
暮
れ
と
と
も
に
幻

想
的
な
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
い
る
中
、

ピ
ザ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
材
料
を
入
れ

た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
撹
拌
し
、
発
酵

さ
せ
る
ま
で
の
間
、
懐
に
入
れ
て
歩

き
ま
わ
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
、
ピ
ザ

窯
で
焼
き
あ
が
っ
た
ピ
ザ
を
フ
ー
フ

ー
言
い
な
が
ら
頬
張
る
姿
は
な
ん
と

も
ほ
ほ
え
ま
し
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
手
さ
ぐ
り
で
始
め
た
こ
の
イ
ベ

ン
ト
も
大
盛
況
に
終
わ
り
、
地
域
の

絆
を
深
め
る
た
め
に
も
２
回
、
３
回

と
続
け
て
い
き
た
い
」と
実
行
委
員

長
の
𣘺
本
京
子
さ
ん
の
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。

（
蓮
沼
浜
地
区
社
協
福
祉
推
進
員

�
　

秋
葉　

千
恵
子
）

地域の輪 蓮沼地域

　

大
富
地
区
社
協
と
一
人

暮
ら
し
の
方
々
の
ふ
れ
あ

い
と
親
睦
を
目
的
と
し
た

日
帰
り
の
旅
、
さ
わ
や
か

大
富
会「
小
さ
な
旅
」。
例

年
11
月
に
実
施
し
て
お

り
、
今
回
も
楽
し
み
に
し

て
い
た
そ
の
日
が
や
っ
て

参
り
ま
し
た
。
昨
年
11
月

8
日
（
火
）、
福
祉
推
進

員
15
名
、
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
10
名
の
一
行
は「
千

葉
港
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
と
食

事
会
」に
参
加
し
ま
し
た
。

９
時
に
出
発
し
、
10
時
30

分
の
千
葉
中
央
埠
頭
の
遊

覧
船
の
出
航
を
目
指
し
て

バ
ス
は
順
調
に
到
着
。
何
時
如
何
な
る
時
に
も
ハ
プ
ニ
ン
グ
は
付
き
も

の
で
す
。
昨
年
４
月
よ
り
出
航
の
場
所
が
変
わ
っ
た
と
知
ら
ず
、
少
し

の
間
、
問
合
せ
を
し
た
り
、
場
所
を
確
認
し
た
り
で
間
に
合
わ
ず
、
11

時
30
分
の
遊
覧
船
に
乗
り
ま
し
た
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
遊
覧
船
大
好
き

人
間
の
小
生
は
こ
の
日
、
こ
の
瞬
間
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
し
た
。
市

川
か
ら
千
葉
ま
で
広
が
る
海
の
眺
望
は
絶
景
で
し
た
。
連
な
る
工
場
を

見
な
が
ら
千
葉
港
か
ら
中
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
輸
出
す
る
自
動
車

を
乗
せ
る
大
型
の
船
は
４
０
０
０
～
５
０
０
０
台
積
載
で
き
る
と
の
ア

ナ
ウ
ン
ス
に
驚
く
ば
か
り
。
船
の
左
右
に
は
１
０
０
羽
以
上
は
い
た
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
カ
モ
メ
の
群
れ
が
餌
の
か
っ
ぱ
え
び
せ
ん
欲

し
さ
に
飛
ん
で
付
い
て
来
ま
し
た
。
手
に
持
っ
た
え
び
せ
ん
を
サ
ッ
と

捕
ら
え
る
カ
モ
メ
が
可
愛
く
て
皆
さ
ん
童
心
に
帰
っ
て「
食
べ
た
ね
！

賢
い
ね
！
」と
大
は
し
ゃ
ぎ
で
し
た
。
40
分
の
航
行
を
終
え
、
高
齢
者

の
方
々
に
も
感
想
を
伺
う
と「
良
か
っ
た
さ
」「
素
晴
ら
し
い
眺
め
だ
っ

た
ね
」と
喜
ん
で
い
た
だ
け
た
ご
様
子
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
近
く
の
ホ
テ
ル
ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ
千
葉
で
昼
食
と
な
り
ま
し

た
。「
ホ
テ
ル
で
食
事
な
の
に
ネ
ク
タ
イ
し
て
来
な
か
っ
た
、
断
ら
れ
た

ら
ど
う
し
よ
う
」と
の
冗
談
に
一
同
爆
笑
の
一
幕
も
あ
り
、
和
や
か
な

食
事
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

食
事
後
に
は
千
葉
港
に
来
た
ら
こ
こ
に
寄
ら
な
き
ゃ
帰
れ
な
い
と
誰

が
言
っ
た
か
知
ら
な
い
が
、
全

長
１
２
５
ｍ
の
千
葉
ポ
ー
ト
タ

ワ
ー
に
行
き
ま
し
た
。
１
１
３

ｍ
の
展
望
室
か
ら
は
千
葉
市
街

か
ら
東
京
湾
ま
で
ぐ
る
っ
と
一

望
で
き
、
遠
く
は
天
気
が
良
け

れ
ば
富
士
山
、
そ
し
て
東
京
ス

カ
イ
ツ
リ
ー
も
眺
め
ら
れ
る
と

の
こ
と
。
夕
日
の
沈
む
景
色
、

夜
の
街
や
港
の
景
色
、
ク
リ
ス

マ
ス
、
初
日
の
出
も
最
高
だ
そ

う
で
す
。
65
歳
以
上
は
証
明
す

る
も
の
が
あ
れ
ば
無
料
と
の
こ

と
。
約
４
名
65
歳
に
満
た
な
い

メ
ン
バ
ー
も
お
り
ま
し
た
が
、

特
別
に
入
場
無
料
に
な
り
ま
し

た
。
他
の
方
々
に
紛
れ
て
腰
を

曲
げ
て
入
ら
な
く
て
も
よ
か
っ
た
の
で
ラ
ッ
キ
ー
で
し
た
。
そ
の
後
、

隣
接
す
る
千
葉
ポ
ー
ト
パ
ー
ク
で
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
公
園

を
一
周
で
き
る
パ
ー
ク
ト
レ
イ
ン
に
乗
り
、
秋
の
景
色
を
楽
し
み
ま
し

た
。
赤
と
緑
の
ツ
ー
ト
ン
の
機
関
車
風
の
も
の
で
、
レ
ー
ル
が
な
い

の
で
タ
イ
ヤ
は
車
と
同
じ
で
、

運
転
車
両
と
客
車
が
３
両
の

か
わ
い
い
乗
り
物
に
大
人
が

乗
っ
て
は
し
ゃ
い
で
ル
ン
ル

ン
気
分
で
し
た
。

　

帰
路
に
は
坂
月
に
あ
る「
房

の
駅
」に
て
野
菜
、
干
物
、
焼

き
た
て
パ
ン
そ
の
他
思
う
存

分
お
み
や
げ
を
購
入
。
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
我
が

「
さ
わ
や
か
大
富
会
」の
秋
の

行
楽
行
事
は
こ
う
し
て
終
わ

り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
心

に
思
い
出
の
１
ペ
ー
ジ
を
刻

み
な
が
ら
。

（
大
富
地
区
社
協
福
祉
推
進
員　

緑
川　

栄
子
）

小さな旅
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山
武
日
向
東
西
地
区

社
会
福
祉
協
議
会
主
催

の
地
域
ふ
れ
あ
い
日
帰

り
旅
行
を
昨
年
９
月
29

日
㈭
に
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
福
祉
推
進
員

を
含
め
て
48
名
。

　

ま
ず
は
府
中
に
あ

る
「
江
戸
東
京
た
て
も

の
園
」
に
行
き
ま
し
た
。

朝
か
ら
曇
天
の
空
模
様

で
傘
の
心
配
も
し
て
い

ま
し
た
が
、
到
着
し
た

と
き
は
な
ん
と
か
持
ち
こ
た
え
、
市

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
ガ
イ
ド
で

４
班
に
分
か
れ
て
見
学
し
ま
し
た
。

１
９
９
３
年
（
平
成
５
年
）
に
江
戸

東
京
博
物
館
の
分
館
と
し
て
建
設
さ

れ
た
施
設
で
す
。
現
地
保
存
が
不
可

能
な
文
化
的
価
値
の
高
い
歴
史
的
建

造
物
を
移
築
し
、
復
元
・
保
存
・
展

示
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
文
化
遺
産
を

次
代
に
継
承
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
施
設
で
す
。
園
内
に
は
、
明
治
か

ら
昭
和
に
か

け
て
日
本
の

政
治
を
担
っ

た
高
橋
是
清

の
住
ま
い
や

当
時
と
し
て

は
ハ
イ
カ
ラ

な
街
並
の
様

子
や
震
災
・

戦
災
を
逃
れ
た
建
物

等
興
味
深
い
建
造
物

等
を
見
学
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
美
味
し

い
食
事
を
と
り
、
迎

賓
館
見
学
は
チ
ケ
ッ

ト
が
取
れ
ず
、
庭
内

見
学
の
予
定
で
し
た

が
、
急
き
ょ
国
賓
の

来
日
で
見
学
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
迎

賓
館
は
庭
内
に
入
れ

な
く
て
残
念
で
し
た
が
、
江
戸
東
京

た
て
も
の
園
を
見
学
し
た
こ
と
で
大

変
貴
重
な
も
の
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
参
加
者
の
方
か
ら
も
「
感

動
し
た
」
と
い
う
お
言
葉
を
い
た
だ

き
、
企
画
し
た
我
々
と
し
て
も
非
常

に
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

（
日
向
西
地
区
社
協
福
祉
推
進
員

　

塩
﨑　

マ
ツ
子
・
藤
田　

浩
子
）

山武地域 山武地域ふれあい旅行　日向東西地区

　

大
富
地
区
社
協
と
一
人

暮
ら
し
の
方
々
の
ふ
れ
あ

い
と
親
睦
を
目
的
と
し
た

日
帰
り
の
旅
、
さ
わ
や
か

大
富
会「
小
さ
な
旅
」。
例

年
11
月
に
実
施
し
て
お

り
、
今
回
も
楽
し
み
に
し

て
い
た
そ
の
日
が
や
っ
て

参
り
ま
し
た
。
昨
年
11
月

8
日
（
火
）、
福
祉
推
進

員
15
名
、
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
10
名
の
一
行
は「
千

葉
港
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
と
食

事
会
」に
参
加
し
ま
し
た
。

９
時
に
出
発
し
、
10
時
30

分
の
千
葉
中
央
埠
頭
の
遊

覧
船
の
出
航
を
目
指
し
て

バ
ス
は
順
調
に
到
着
。
何
時
如
何
な
る
時
に
も
ハ
プ
ニ
ン
グ
は
付
き
も

の
で
す
。
昨
年
４
月
よ
り
出
航
の
場
所
が
変
わ
っ
た
と
知
ら
ず
、
少
し

の
間
、
問
合
せ
を
し
た
り
、
場
所
を
確
認
し
た
り
で
間
に
合
わ
ず
、
11

時
30
分
の
遊
覧
船
に
乗
り
ま
し
た
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
遊
覧
船
大
好
き

人
間
の
小
生
は
こ
の
日
、
こ
の
瞬
間
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
し
た
。
市

川
か
ら
千
葉
ま
で
広
が
る
海
の
眺
望
は
絶
景
で
し
た
。
連
な
る
工
場
を

見
な
が
ら
千
葉
港
か
ら
中
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
輸
出
す
る
自
動
車

を
乗
せ
る
大
型
の
船
は
４
０
０
０
～
５
０
０
０
台
積
載
で
き
る
と
の
ア

ナ
ウ
ン
ス
に
驚
く
ば
か
り
。
船
の
左
右
に
は
１
０
０
羽
以
上
は
い
た
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
カ
モ
メ
の
群
れ
が
餌
の
か
っ
ぱ
え
び
せ
ん
欲

し
さ
に
飛
ん
で
付
い
て
来
ま
し
た
。
手
に
持
っ
た
え
び
せ
ん
を
サ
ッ
と

捕
ら
え
る
カ
モ
メ
が
可
愛
く
て
皆
さ
ん
童
心
に
帰
っ
て「
食
べ
た
ね
！

賢
い
ね
！
」と
大
は
し
ゃ
ぎ
で
し
た
。
40
分
の
航
行
を
終
え
、
高
齢
者

の
方
々
に
も
感
想
を
伺
う
と「
良
か
っ
た
さ
」「
素
晴
ら
し
い
眺
め
だ
っ

た
ね
」と
喜
ん
で
い
た
だ
け
た
ご
様
子
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
近
く
の
ホ
テ
ル
ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ
千
葉
で
昼
食
と
な
り
ま
し

た
。「
ホ
テ
ル
で
食
事
な
の
に
ネ
ク
タ
イ
し
て
来
な
か
っ
た
、
断
ら
れ
た

ら
ど
う
し
よ
う
」と
の
冗
談
に
一
同
爆
笑
の
一
幕
も
あ
り
、
和
や
か
な

食
事
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

食
事
後
に
は
千
葉
港
に
来
た
ら
こ
こ
に
寄
ら
な
き
ゃ
帰
れ
な
い
と
誰

が
言
っ
た
か
知
ら
な
い
が
、
全

長
１
２
５
ｍ
の
千
葉
ポ
ー
ト
タ

ワ
ー
に
行
き
ま
し
た
。
１
１
３

ｍ
の
展
望
室
か
ら
は
千
葉
市
街

か
ら
東
京
湾
ま
で
ぐ
る
っ
と
一

望
で
き
、
遠
く
は
天
気
が
良
け

れ
ば
富
士
山
、
そ
し
て
東
京
ス

カ
イ
ツ
リ
ー
も
眺
め
ら
れ
る
と

の
こ
と
。
夕
日
の
沈
む
景
色
、

夜
の
街
や
港
の
景
色
、
ク
リ
ス

マ
ス
、
初
日
の
出
も
最
高
だ
そ

う
で
す
。
65
歳
以
上
は
証
明
す

る
も
の
が
あ
れ
ば
無
料
と
の
こ

と
。
約
４
名
65
歳
に
満
た
な
い

メ
ン
バ
ー
も
お
り
ま
し
た
が
、

特
別
に
入
場
無
料
に
な
り
ま
し

た
。
他
の
方
々
に
紛
れ
て
腰
を

曲
げ
て
入
ら
な
く
て
も
よ
か
っ
た
の
で
ラ
ッ
キ
ー
で
し
た
。
そ
の
後
、

隣
接
す
る
千
葉
ポ
ー
ト
パ
ー
ク
で
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
公
園

を
一
周
で
き
る
パ
ー
ク
ト
レ
イ
ン
に
乗
り
、
秋
の
景
色
を
楽
し
み
ま
し

た
。
赤
と
緑
の
ツ
ー
ト
ン
の
機
関
車
風
の
も
の
で
、
レ
ー
ル
が
な
い

の
で
タ
イ
ヤ
は
車
と
同
じ
で
、

運
転
車
両
と
客
車
が
３
両
の

か
わ
い
い
乗
り
物
に
大
人
が

乗
っ
て
は
し
ゃ
い
で
ル
ン
ル

ン
気
分
で
し
た
。

　

帰
路
に
は
坂
月
に
あ
る「
房

の
駅
」に
て
野
菜
、
干
物
、
焼

き
た
て
パ
ン
そ
の
他
思
う
存

分
お
み
や
げ
を
購
入
。
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
我
が

「
さ
わ
や
か
大
富
会
」の
秋
の

行
楽
行
事
は
こ
う
し
て
終
わ

り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
心

に
思
い
出
の
１
ペ
ー
ジ
を
刻

み
な
が
ら
。

（
大
富
地
区
社
協
福
祉
推
進
員　

緑
川　

栄
子
）

成東地域
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昨
年
11
月
11
日
に
成
東
文
化
会
館
の
ぎ
く

プ
ラ
ザ
を
会
場
に
、
第
11
回
山
武
市
社
会
福

祉
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
関
係
者
が
一
堂
に
集
い
、
こ
れ

ま
で
社
会
福
祉
の
増
進
に
寄
与
さ
れ
た
方
々

の
表
彰
を
は
じ
め
、「
み
ん
な
で
助
け
合
い
、

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
に
小
中
学
生
か
ら
募
集
し
た
標

語
・
ポ
ス
タ
ー
・
作
文
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

コ
ン
ト
山
口
君
と
竹
田
君
に
よ
る
講
演
で

は
、「
生
か
さ
れ
て
生
き
る
笑
え
る
人
生
」を

テ
ー
マ
に
お
互
い
を
フ
ォ
ロ
ー
し
な
が
ら
展

開
さ
れ
る
コ
ン
ト
を
通
し
て
、
普
段
の
生
活

の
中
で
役
立
つ
周
囲
と
の
付
き
合
い
方
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り
方
を
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。
最
初
か
ら
最
後
ま
で
会
場

の
笑
い
が
途
絶
え
る
こ
と
は
な
く
、
大
変
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

表
彰
・
受
賞
さ
れ
た
方
々
及
び
作
品
等
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

山
武
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
者

《
民
生
委
員
児
童
委
員
功
労
者
》	

伊
藤　

和
代	

（
成
東
地
域
）

矢
部　

久
恵	

（
成
東
地
域
）

渡
邉　

賢
一	

（
山
武
地
域
）

《
地
区
福
祉
推
進
員
功
労
者
》	

開
発　

哲
夫	

（
成
東
地
区
）

丹
呉　

守
一	

（
成
東
地
区
）

大
髙　

愛
子	

（
大
富
地
区
）

寺
田　

光
子	

（
南
郷
地
区
）

高
橋　

和
平	

（
南
郷
地
区
）

田
所　

享	

（
鳴
浜
地
区
）

高
𫞎　

堯
子	

（
鳴
浜
地
区
）

酒
井　

成
子	

（
山
武
北
地
区
）

星　

理
一	

（
山
武
北
地
区
）

佐
々
木　

昭
男	

（
山
武
北
地
区
）

兼
子　

和
子	

（
日
向
西
地
区
）

土
屋　

純
子	
（
蓮
沼
岡
地
区
）

小
川　

文
子	
（
蓮
沼
岡
地
区
）

山
崎　

和
枝	
（
蓮
沼
浜
地
区
）

川
島　

光
枝	

（
蓮
沼
浜
地
区
）

石
渡　

み
つ
江	

（
松
尾
地
区
）

《
社
会
福
祉
施
設
・
団
体
役
職
員
功
労
者
》

小
田　

真
由
美	

（
障
害
者
支
援
施
設
光
洋
苑
）

近
藤　

佐
和
子	

（
障
害
者
支
援
施
設
光
洋
苑
）

山
武
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝
状
贈
呈
者

《
寄
附
団
体
・
個
人
》	

山
武
市
郷
土
芸
能
保
存
団
体
連
絡
協
議
会（
成
東
地
域
）

會
田　

ト
シ
エ	

（
成
東
地
域
）

𠮷
田　

幸
次
郎	

（
山
武
地
域
）

《
社
会
福
祉
協
議
会
評
議
員
退
任
者
》

𣘺
本　

京
子	

（
蓮
沼
地
域
）

《
福
祉
輸
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
協
力
会
員
退
会
者
》

中
島　

嘉
章	

（
成
東
地
域
）

野
尻　

孝
司	

（
成
東
地
域
）

平
山　

公
夫	

（
成
東
地
域
）

《
地
区
福
祉
推
進
員
》	

市
川　

肇	

（
成
東
地
区
）

八
角　

馨	

（
成
東
地
区
）

中
川　

静
子	

（
成
東
地
区
）

山
下　

勝
子	

（
成
東
地
区
）

行
方　

久
子	

（
成
東
地
区
）

今
井　

正
夫	

（
南
郷
地
区
）

小
池　

和
子	

（
南
郷
地
区
）

川
島　

ま
さ
子	

（
南
郷
地
区
）

加
藤　

紀
一	

（
鳴
浜
地
区
）

實
川　

雅
英	

（
鳴
浜
地
区
）

五
木
田　

美
之	

（
緑
海
地
区
）

長
谷
川　

正
之	

（
緑
海
地
区
）

小
野
崎　

春
子	

（
松
尾
地
区
）

大
木　

て
る
子	

（
松
尾
地
区
）

《
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
個
人
》	

木
原
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
山
武
地
域
）

愛（
ラ
ブ
）	

（
山
武
地
域
）

朗
読
グ
ル
ー
プ
オ
リ
ー
ブ（
山
武
地
域
）

お
て
も
や
ん	

（
山
武
地
域
）

ひ
ま
わ
り	

（
山
武
地
域
）

升
谷　

志
乃
扶	

（
山
武
地
域
）

佐
々
木　

年
子	

（
山
武
地
域
）

柴
田　

宮
生	

（
山
武
地
域
）

《
会
員（
会
費
）加
入
優
良
区
・
自
治
会
》

姫
島
区　

昭
和
区　

辺
田
第
２
区　

島
２
区　

川
崎
区　

板
附
区　

富
田
西
区　

富
田
東
区　

柴
原
区　

五
木
田
２
区　

小
泉
区　

木
戸
岡

区　

小
松
浜
区　

宿
関
区　

六
区　

ヘ
ル
シ

ー
姫
島
自
治
会　

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
姫
島
自

治
会　

川
崎
後
田
団
地
自
治
会　

い
ず
み
自

治
会　

寺
川
地
区
さ
ざ
ん
か
自
治
会　

井
ノ

上
区　

東
外
野
区　

南
外
野
区　

中
外
野
区

北
上
戸
田
区　

南
上
戸
田
1
区　

北
戸
田
下

区　

東
戸
田
下
区　

東
板
中
区　

板
中
区

西
板
中
区　

蔵
持
区　

古
宿
区　

細
田
区

日
向
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
区　

岩
ノ
谷
区　

古
谷

２
区　

弓
手
区　

宿
下
区　

宿
上
区　

椎
崎

新
田
区　

西
金
ケ
谷
２
区　

西
金
ケ
谷
３
区

中
金
ケ
谷
区　

東
城
府
区　

山
支
区　

西
本

郷
区　

東
本
郷
区　

雨
坪
区　

武
勝
区　

下

布
田
区　

上
谷
区　

十
二
区　

南
殿
下
区

北
殿
下
区　

平
区　

山
室
区　

谷
津
区　

小

川
区　

上
大
蔵
区　

下
大
蔵
区　

長
谷
区

第
四
区　

八
重
田
区　

猿
尾
区　

本
水
深
区

借
毛
本
郷
六
区
大
日　

借
毛
本
郷
七
区　

借

毛
本
郷
八
区　

木
刀
区　

野
中
区　

下
武
射

区　

中
里
区	

山
武
市
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰
者

《
活
動
功
労
者
》	

	

櫻
田　

寿
一	

（
五
木
田
第
一
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ
）

勝
田　

て
る	

（
鳴
浜
友
の
会
）

越
川　

忠
行	

（
実
門
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ
）

長
島　

良
雄	

（
日
向
台
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ
）

大
藤　

政
明	

（
猿
尾
な
ご
み
会
）

秋
葉　

昭
子	

（
折
戸
・
下
之
郷
老
人
ク
ラ
ブ
）

石
𣘺　

春
江	

（
中
根
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ
）

伊
藤　

と
も
子	

（
あ
け
ぼ
の
第
２
ク
ラ
ブ
）

《
優
良
ク
ラ
ブ
》	

	

富
田
西
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ	（
会
長　

鈴
木　

愛
伯
）

富
田
東
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ	

（
会
長　

鈴
木
ま
つ
江
）

五
木
田
第
二
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ	（
会
長　

小
池　

三
江
）

板
川
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ	（
会
長　

戸
村　

常
子
）

琴
平
長
寿
会	

（
会
長　

萩
原　
　

充
）

あ
け
ぼ
の
第
１
ク
ラ
ブ	（
会
長　

加
瀬　

龍
夫
）

《
感
謝
状
贈
呈
者
》		

並
木　

義
雄	

（
山
武
支
部
）

大
津　

秀
夫	

（
松
尾
支
部
）

小
川　

浩	

（
蓮
沼
支
部
）

第
11
回
山
武
市
社
会
福
祉
大
会

一
人
ひ
と
り
が
地
域
の
力
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❖ 

作
文
の
部 

◆
最
優
秀
賞

み
ん
な
が

笑
顔
な
日
本
に

　
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

朝
、登
校
す
る
時
に
畑
仕
事
を
し
て
い
る
お
じ

い
ち
ゃ
ん
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
あ
い
さ
つ
を
し

ま
す
。朝
、あ
い
さ
つ
を
す
る
と
今
日
も
一
日
頑

張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。学
校
か
ら
帰
っ
て
く
る

と
、「
お
か
え
り
な
さ
い
。」と
声
を
か
け
て
く
れ

ま
す
。そ
う
す
る
と
な
ぜ
か
安
心
し
ま
す
。

　

小
さ
い
時
に
、一
緒
に
住
ん
で
い
た
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
や
近
所
の
人
た
ち
の
集
ま
り
に
参
加
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
時
に
、と
て
も
か

わ
い
が
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

私
の
住
む
地
域
で
は
、高
れ
い
者
の
方
々
が
と

て
も
元
気
で
す
。

　

私
は
、「
福
祉
」の
こ
と
を
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お
世
話
を
す
る
こ
と
だ
け
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、介
護
の
仕
事
を
し

て
い
る
お
母
さ
ん
が
、福
祉
に
は
老
人
福
祉
の

ほ
か
に
児
童
福
祉
と
障
害
者
福
祉
が
あ
る
と
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。私
は
、福
祉
に
も
い
ろ
い
ろ

な
種
類
が
あ
る
と
知
り
驚
き
ま
し
た
。

　

私
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
、介
護
の
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。六
十
三
才
か
ら
介
護
の
仕
事
を
始

め
、今
年
で
七
十
才
に
な
り
ま
す
。お
母
さ
ん
は
、

「
仕
事
を
し
て
い
る
け
れ
ど
、七
十
才
な
ん
だ
。

す
ご
い
ね
。」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。私
も「
す
ご
い
な
。」と
思

い
ま
し
た
。最
近
は
ひ
ざ
が
い
た
い
と
言
い
な

が
ら
も
仕
事
に
行
っ
て
い
ま
す
。私
は
、ひ
ざ
が

い
た
い
の
に
仕
事
に
行
っ
て
い
て
、大
丈
夫
な

の
か
な
と
心
配
に
な
る
と
き
が
あ
り
ま
す
。で

も
、こ
れ
か
ら
も
元
気
で
い
て
ほ
し
い
な
と
思

い
ま
す
。

　

最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
で
、障
害
者
施
設
で
の
大

量
殺
傷
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、介
護
施
設

で
の
高
齢
者
へ
の
虐
待
も
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。仕
事
が
大
変
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、人
を
傷
つ
け
る
こ
と
は
絶
対
に
し
て
は
い

け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
、日
本
は
高
齢
化
社
会
と
な
り
、高
齢
者
の

方
が
増
え
て
い
ま
す
。二
〇
二
〇
年
に
は
、高
齢

化
率
が
二
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
上
が
る
そ
う
で

す
。そ
ん
な
中
、日
本
の
総
人
口
は
減
っ
て
い
き

ま
す
。そ
う
な
る
と
、高
齢
者
施
設
な
ど
を
利
用

し
た
い
人
が
増
え
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。今
で
も
、お
母
さ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
見

て
い
る
と
、仕
事
が
と
て
も
大
変
そ
う
な
の
に
、

こ
れ
か
ら
先
の
日
本
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
よ
う
な
事
件
や
児
童
虐
待
、高
齢
者

へ
の
虐
待
が
増
え
な
い
よ
う
に
、「
大
切
な
こ
と

は
何
な
の
か
。」を
日
本
全
体
で
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、よ
く
お
母
さ
ん
の
仕
事
を
手
伝
い
に

行
き
ま
す
。そ
の
時
に
、お
じ
い
ち
ゃ
ん
達
と
オ

セ
ロ
を
し
た
り
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
達
に
な
ぞ
な

ぞ
を
出
し
た
り
し
ま
す
。ヒ
ン
ト
を
考
え
た
り

す
る
こ
と
は
大
変
で
す
が
、答
え
が
わ
か
る
と

元
気
よ
く
答
え
て
く
れ
ま
す
。答
え
が
違
う
と

き
は
、

「
は
は
は
、全
然
ち
が
っ
た
よ
。」

と
み
ん
な
で
笑
い
合
い
ま
す
。私
は
、こ
の
よ
う

な
笑
い
や
笑
顔
の
あ
る
日
常
が
ど
の
家
庭
で
も

見
ら
れ
る
よ
う
な
社
会
に
し
て
い
き
た
い
で
す

髙橋　未来
（山武北小 6年）

❖ 

ポ
ス
タ
ー
の
部      

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

◆
最
優
秀
賞

◆
優
秀
賞

浪川こころ（蓮沼小 6年）大藤 優香
（松尾小6年）

小峰 遥月（日向小3年）

谷口 元気（緑海小2年） 涌井 愛來（山武西小1年） 新村 遥（松尾小6年）

井野 結波（南郷小4年） 風間彩果莉
（成東小5年）

「
地
域
ぐ
る
み
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

ポ
ス
タ
ー
・
標
語
・
作
文
」受
賞
者

❖ 

標
語
の
部

◆
最
優
秀
賞

あ
い
さ
つ
で

　

つ
な
げ
る
つ
な
が
る　

笑
顔
の
輪

や
さ
し
さ
を

　

わ
け
て
あ
げ
よ
う　

ふ
や
す
た
め

◆
優
秀
賞

つ
く
ろ
う
よ
　
明
る
い
未
来
　
え
が
お
の
輪	

成
東
東
中　

３
年　

櫻
田　

洋
海

そ
の
笑
顔
　
明
る
い
幸
せ
　
つ
れ
て
く
る

成
東
東
中　

２
年　

岩
田
え
み
り

あ
い
さ
つ
は
　
笑
顔
い
っ
ぱ
い
　
元
気
よ
く

南
郷
小　

３
年　

長
田　

圭
太

あ
り
が
と
う

　
　
み
ん
な
を
つ
な
げ
る
　
合
言
葉

緑
海
小　

６
年　

髙
野　

李
恩

た
す
け
あ
い

　
　
お
た
が
い
さ
ま
の
　
き
も
ち
か
ら

日
向
小　

３
年　

宮
島　

彩
乃

思
い
や
り
　
や
さ
し
い
心
と
　
あ
い
さ
つ
で

　
　
　
　
　
だ
れ
で
も
出
来
る
　
町
づ
く
り

睦
岡
小　

５
年　

麻
生
さ
く
ら

白
い
つ
え

　
　
見
た
ら
　
ぼ
く
ら
が
　
目
に
な
ろ
う

松
尾
小　

６
年　

花
澤　

武
洋

◆
優
秀
賞

気
持
ち
よ
く
暮
ら
す
た
め
に

松
尾
中　

２
年　

香
山　

蓮
彩

大
好
き
な
祖
父
母

緑
海
小　

６
年　

小
川　

玲
海

自
然
環
境
に
つ
い
て

山
武
西
小　

６
年　

綿
貫　

香
衣

伊藤　麻衣
（蓮沼中 2年）

藤木　風歌
（日向小 ４年）



～平成28年9月14日から
平成28年12月5日までの受付分～

（順不同・敬称略）
◆お金のご寄付（含む１円玉募金）◆
明治大学校友会山武支部�…………………… 30,000円
會田トシエ�…………………………………… 20,000円
山武市芸術文化協会カラオケ部会�………… 30,000円
佐藤幸雄�……………………………………… 5,000円
山武市パークゴルフ協会�…………………… 12,700円
第１１回チャリティゴルフコンペ実行委員会� 86,615円
吉田幸次郎�…………………………………… 50,000円
第５回チャリティグラウンドゴルフ実行委員会� 42,393円
匿名�…………………………………………… 1,000円
匿名�…………………………………………… 5,000円
◆健康福祉まつりの売上金のご寄付◆
ダスキンときがね支店� ……………………… 2,000円
かぞく亭�……………………………………… 5,000円
明るい社会づくり運動山武支部� …………… 3,500円
山武市役所保健福祉部� …………………… 21,000円
手づくりグループＫＡＩ　代表　上遠野真木子�5,000円
山武市シルバー人材センター�………………… 2,000円
毛糸玉の会�…………………………………… 10,000円
◆物品のご寄付◆
農業法人さんぶ野菜ネットワーク�……野菜約100㎏ほか食品×２回�
匿名�…………………………………… サツマイモ５kg
◆自動販売機募金◆
サントリービバレッジサービス（株）� …………… 734円
（さんぶの森公園に設置されている自動販売機の販売本数１本につき２円
��寄附されます）

（社会福祉協議会へのご寄付）
受賞おめでとうございます。（順不同・敬称略）

第66回千葉県社会福祉大会
　昨年11月９日、千葉県文化会館を会場に開催さ
れました。

◆千葉県社会福祉協議会会長表彰◆
社会福祉施設・団体関係役職員功労者

木内　秀雄（山武市社会福祉協議会）
石井佐代子（なるとうこども園）
今関　茂美（しらはたこども園）
布施　雅子（おおひらこども園）
小川ゆり恵（まつおこども園）
内山　裕子（なんごうこども園）
渡辺　　明（山武市社会福祉協議会）
阿部　育夫（山武市社会福祉協議会）
優良地区・支部社会福祉協議会

大平地区社会福祉協議会（会長　新元　一郎）

◆千葉県共同募金会会長感謝状◆
共同募金優良地区・団体

グリーンタウン姫島自治会（成東地域）
中上戸田区（山武地域）
南上戸田１区（山武地域）
南九区（蓮沼地域）

おめでとうございました。
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◆
最
優
秀
賞

あ
い
さ
つ
は
魔
法
の
こ
と
ば

伊
藤　

麻
衣（
蓮
沼
中 

２
年
）

　

私
は
夏
休
み
に
入
っ
て
か
ら
始
め
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。そ
れ
は
、早
朝
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で

す
。毎
朝
、父
と
二
人
で
健
康
の
た
め
に
一
時
間

家
の
周
り
を
歩
い
て
い
ま
す
。い
つ
も
出
会
う
犬

の
散
歩
を
し
て
い
る
お
じ
さ
ん
、お
米
の
世
話
を

し
て
い
る
農
家
の
人
、自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
お

ば
さ
ん
。様
々
な
人
と
す
れ
違
い
ま
す
。す
る
と
、

「
お
は
よ
う
。」

と
、声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

私
た
ち
は
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
を
か
え
し
ま
す
。私

は
、こ
の
あ
た
り
ま
え
の
あ
い
さ
つ
が
大
好
き
で

す
。毎
日
が
明
る
く
、爽
や
か
に
ス
タ
ー
ト
で
き

る
気
が
し
ま
す
。

　

私
は
、今
ま
で
登
下
校
中
に
す
れ
違
う
人
が
い

て
も
、そ
の
ま
ま
と
な
り
を
通
り
す
ぎ
て
し
ま
う

こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
し
た
。な
ぜ
な
ら「
恥
ず
か

し
い
。」「
し
な
く
て
も
い
い
や
。」「
仕
事
を
し
て

い
る
か
ら
気
づ
か
な
い
だ
ろ
う
。」と
い
っ
た
後

ろ
向
き
な
気
持
ち
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

し
か
し
こ
れ
は
、と
て
も
も
っ
た
い
な
い
こ
と

を
し
て
い
る
と
気
づ
き
ま
し
た
。あ
い
さ
つ
を
さ

れ
る
と
心
が
ポ
カ
ポ
カ
し
て
と
て
も
温
か
く
な

り
ま
す
。そ
れ
は
、相
手
が
初
め
て
出
会
っ
た
人

で
も
同
じ
で
す
。た
っ
た
一
言
の
あ
い
さ
つ
を
す

る
だ
け
で
、し
た
側
も
さ
れ
た
側
も
お
互
い
に
笑

顔
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

毎
朝
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
す
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
、私
は
い
ろ
い
ろ
な
人
に
自
分
か
ら
進
ん

で
あ
い
さ
つ
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。自
転

車
で
部
活
に
向
か
う
途
中
な
ど
に
、初
め
て
会
う

人
に
も「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。」「
こ
ん
に
ち

は
。」と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。す
る
と
、「
今
日

も
学
校
か
い
？
」「
暑
い
か
ら
き
を
つ
け
る
ん
だ

よ
。」な
ど
そ
こ
か
ら
少
し
ず
つ
会
話
が
広
が
り
、

地
域
の
人
と
の
交
流
が
さ
ら
に
増
え
ま
し
た
。こ

う
し
た
ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け
が
み
ん
な
の
幸

せ
に
つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

　

あ
い
さ
つ
は
、お
互
い
が
温
か
く
幸
せ
な
気
持

ち
に
な
る
こ
と
の
で
き
る
魔
法
の
こ
と
ば
の
よ

う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

私
の
通
っ
て
い
る
蓮
沼
中
学
校
で
は「
お
あ
し

す
運
動
」が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。お
は
よ
う
。あ

り
が
と
う
。失
礼
し
ま
す
。す
み
ま
せ
ん
。と
い
っ

た
あ
い
さ
つ
を
大
切
に
し
よ
う
と
い
う
運
動
で

す
。私
は
今
ま
で
、な
に
げ
な
く
た
だ
言
う
だ
け

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、こ
の

夏
休
み
を
と
お
し
て「
あ
い
さ
つ
は
と
て
も
大
切

な
言
葉
だ
な
。」と
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。こ

れ
か
ら
は
、あ
い
さ
つ
の
一
つ
ひ
と
つ
に
心
を
こ

め
て
大
切
に
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

あ
い
さ
つ
を
す
る
と
相
手
を
思
い
や
る
や
さ

し
い
気
持
ち
に
な
れ
ま
す
。地
域
の
人
々
の
心
と

心
が
つ
な
が
り
ま
す
。ま
ち
中
に
笑
顔
が
広
が
り

ま
す
。み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

あ
い
さ
つ
は
魔
法
の
こ
と
ば
で
す
。私
は
こ
の
魔

法
の
こ
と
ば
が
大
好
き
で
す
。だ
か
ら
、自
分
か

ら
あ
い
さ
つ
を
し
て
た
く
さ
ん
の
人
を
温
か
い

笑
顔
に
し
た
い
で
す
。
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山
武
市
ペ
タ
ン
ク
競
技
人
口
１
０
０
人
を
目
指
し
て

　

当
連
合
会
で
昨
年
度
か
ら
力
を

入
れ
て
い
る
競
技「
ペ
タ
ン
ク
」。

今
年
度
は
、
講
習
会（
7
月
27
日
）、

市
ペ
タ
ン
ク
大
会（
9
月
29
日
）、

山
武
地
区
高
齢
者
ペ
タ
ン
ク
大
会

（
11
月
29
日
）を
成
東
総
合
運
動
公

園
多
目
的
広
場
を
会
場
に
開
催
し

ま
し
た
。

　

講
習
会
に
は
、
46
名
が
参
加
。

講
師
に
千
葉
県
ペ
タ
ン
ク
・
ブ
ー

ル
連
盟
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
お

招
き
し
、
初
心
者
に
は
基
本
的
な

ル
ー
ル
と
投
げ
方
を
、
経
験
者
に

は
狙
っ
た
場
所
へ
投
げ
る
テ
ク
ニ

ッ
ク
と
練
習
方
法
等
を
丁
寧
に
教

え
て
い
た
だ
き
、
今
回
初
め
て
ペ

タ
ン
ク
の
球
を
触
っ
た
と
い
う
方

も
、
ル
ー
ル
を
す
ぐ
に
覚
え
最
後

ミ
ニ
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

　

山
武
市
ペ
タ
ン
ク
大
会
に
は
、

講
習
会
で
興
味
を
持
ち
、
今
回
が

初
出
場
の
チ
ー
ム
も
多
数
参
加
し
、

総
勢
16
チ
ー
ム（
49
名
）が
出
場
。

中
で
も
富
田
西
ク
ラ
ブ
が
講
習
会

の
成
果
を
発
揮
し
て
初
出
場
な
が

ら
4
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。

　

熱
戦
の
最
終
結
果
は
、
長
年
練

習
を
続
け
て
き
た
宮
前
チ
ー
ム
が

地
力
で
勝
り
表
彰
台
を
独
占
。
山

武
地
区
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得

し
ま
し
た
。
や
は
り「
継
続
は
力

な
り
」を
実
感
す
る
大
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

山
武
地
区
高
齢
者
ペ
タ
ン
ク
大

会
に
は
、
山
武
郡
内
よ
り
15
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
山
武
市
か
ら
は
市

ペ
タ
ン
ク
大
会
で
上
位
を
独
占
し

た
宮
前
の
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
3
チ
ー
ム

が
出
場
。

　

結
果
は
宮
前
Ｂ
チ
ー
ム
が
準
優

勝
、
Ｃ
チ
ー
ム
が
６
位
入
賞
し
、

県
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

今
後
も
講
習
会
を
継
続
し
て
、

山
武
市
の
ペ
タ
ン
ク
競
技
人
口

１
０
０
人
を
目
指
し
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

福祉作業所だより 　日頃より山武福祉作業所の活動にご理解ご協力を頂き、誠に感
謝を申し上げます。山武福祉作業所では現在17名の方が利用登
録をされています。その活動の一部をご紹介させて頂きます。

ご
寄
付
を

　
　

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

☆ジャムサポーター募集中です！
　今年よりジャムの製造・販売をしています。原材料になる柑橘類等の
果実を寄付してくださるジャムサポーターの募集をしています。

・柑橘類（甘夏・ミカン・レモン等）
・キウイフルーツ・イチジクなどその他果物

上記の果実の寄付を募集しています。ご連絡をお待ちしております。

ご連絡・お問合せ先　山武福祉作業所　0475－89－5188

１、施設外受注作業
３、農薬不使用野菜の
　　栽培・販売

４、1㎜～1㎝の太さの
蛾の幼虫採集

２、商業施設 ,
　　産業現場実習



●●●●●●●●●●●心 配 ご と 相 談 所 開 設 日 程
一般相談

予約・問合せ先

弁護士相談「心の中の心配ごと」何でも相談してください。
●開設時間／午後1時30分～午後4時30分
　（予約は必要ありません。受付は午後4時までです。）

場所
実施月

第1火曜日 第2火曜日 第3火曜日 第4火曜日
山武会場 成東会場 松尾会場 山武会場 蓮沼会場

1月 休み 10日 17日 24日
2月 7日 14日 21日 28日
3月 7日 14日 21日 28日

●開設時間／午後1時30分～午後4時30分
　（予約が必要です。相談は1回20分までです。）

場所
実施月

第1水曜日 第2水曜日 第3水曜日 第4水曜日
蓮沼会場 山武会場 成東会場 松尾会場

1月 4日 11日 18日 25日
2月 1日 8 日 15日 22日
3月 1日 8 日 15日 22日

法律的な悩みは、こちらで相談してください。

開設場所
成東会場 : 成東老人福祉センター　　松尾会場 : 松尾 IT 保健福祉センター
山武会場 : 山武福祉センター　　　　蓮沼会場 : 蓮沼保健センター

山武市社会福祉協議会　☎０４７５（８２）７１０２

編
集
発
行

社会福祉法人  山武市社会福祉協議会
〒289-1306  山武市白幡1627（成東老人福祉センター内）
電話 ： 0475（82）7102　FAX ： 0475（82）7318
Eメール ： sammushakyo@etude.ocn.ne.jp
ホームページアドレス ： http://sammushakyo.sakura.ne.jp

人
口
動
向

市の人口

男
女

５３,４６８人
２６,７８１人
２６,６８７人

男
女

１６,８３２人
７,６００人
９,２３２人

65歳以上

平成２８年１２月1日現在

高齢化率

（前回より0.1％増）
31.4％

　あけましておめでとうございます。
　走るように過ぎていった秋のイベント
シーズンの終わりとともに一気に冬がやっ
てきましたが、まだまだ寒さが厳しくなっ
ていくことが予想されます。誰しも外に出
たくないと思ってしまうときはあります

が、地域福祉に冬休みはありません。残り
少なくなった平成28年度事業に全力を注
ぎ、良い形で平成29年度のスタートを切
れるよう職員一同努力していきたいと思い
ます。	 （事務局）

一緒に“健康麻雀”
� 始めませんか！
　成東老人福祉センターとゴールドクラブ連合
会では、高齢者の健康・仲間づくり・社会参加
活動を促進し、高齢者がいきいきと暮らせるま
ちづくりを進めるため、健康麻雀教室を開催し
ます。お金を賭けず、お酒を飲まず、煙草を吸
わないで楽しめる健康麻雀。麻雀を知らない方
にはやり方を教えますので、お気軽にご参加く
ださい。

１　実施場所：山武市成東老人福祉センター
　　　　　　　大会議室（山武市白幡1627）
２　実施期間：平成29年１月27日から
　　　　　　　３月24日まで
　　　　　　　月２回（第２・４金曜日）
　　　　　　　午前９時30分から11時30分
３　対 象 者：60歳以上の方（市内在住）
４　定　　員：25名（定員になり次第締切）
５　参 加 費：１回100円
� （飲み物代として当日集金）
６　申 込 先：山武市社会福祉協議会
　　　　　　　電話　0475-82-7102
※氏名・住所・生年月日・電話番号・経験の有
無等をお知らせください

交通遺児援護基金
　千葉県社会福祉協議会では、陸上交通事故等で父
又は母（父又は母に代わる立場にある方を含む）を
失った１８歳未満の遺児及び１８歳未満の遺児のいる
世帯に、見舞金等を支給しています。

【支給金の種類】
⑴見舞金　　１世帯　100,000円
ただし、遺児が２名以上いる世帯については、２人
目から各々50,000円が加算されます。
（遺児となった日から1年以内）

⑵勉学奨励金
　　・小学校に入学する遺児　　30,000円
　　・中学校に入学する遺児　　30,000円
⑶激励金
　　・中学校を卒業する遺児　　60,000円
　　・高等学校を卒業する遺児　60,000円

【手続き】
　対象と思われる方は、社会福祉協議会までご連絡
ください。


